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株式会社 ぶんか社
 


柚月くんのがそんなに大きいなんて聞いてない！ 第４話






踊る毒林檎・著

もなか知弘・イラスト









※本作品の内容はすべてフィクションです。

　実在の人物・団体・事件などには一切関係ありません。








「クリスマスイベント？　例のですか」

「ええ」

　ホテルのロビーで落ち合った私達は、そのままテーマパークへと移動した。

　今日も良い天気だ。天気予報では、夕方から雪が降り、今夜はホワイトクリスマスになるらしい。しかし、今のところは雪雲の気配が微塵もない青空が広がっている。

　オフィシャルホテル宿泊客は、他の入場客よりも一時間早く入場インパする事ができる。早速私達は、最新アトラクションに並ばずの乗れるファーストパスをゲットした。これを取らなければ、三時間。下手をすると五、六時間待ちしなければならない。

　本命のバトルフィールド・ロワイヤルの受付を済ませると、一般入場客入場時間まで三十分を切っていた。今の内に、他のアトラクションを回らなければ。

「柚ゆ月づき君、敵情視察も兼ねてアニマルゾーンに行かない？」

「敵情視察？」

　私が「将来、不幸な動物たちを救う仕事がしたいのなら、既にそれをやっているデスランのアニマルゾーンは見ておくべきじゃない？」と言うと、柚月君は納得したらしい。ずっと沈んだ表情だったのが、神妙な顔付きになった。
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　テーマパークの端にあるアニマルゾーンは、ちょっとした森のようになっている。緑の香りとマイナスイオンでドバドバの森の中を歩いていると、ここが都会のど真ん中である事を忘れてしまいそうだ。

　一本しかない道を歩き、森を抜けると、山小屋と言うには大き過ぎるロッジがあった。

　中に入ると、犬や猫、兎にリス、ハムスター、ふくろう、カピバラ等、幅広い種類の動物がいた。どの動物も穏やかな顔をしているが、彼等は皆、捨てられた動物達だ。爬虫類ゾーンには、大きくなりすぎて飼うのが難しくなったという亀や、「妻の家族に、気味悪がられて……」という理由で捨てられら蛇もいた。

（そうだ、せっかくだし！）

　ＳＮＳ映えする、ハムスターや兎がいる小動物コーナーに行こう。最近、更新していないし、ファボが付きやすい良い画像が欲しい。

「ねえ、柚月く……」

　柚月君を誘おうと振り返ると、彼はドッグランに隣接されているわんわんコーナーが気になっているようだ。目が釘付けだった。

（そっか、そうよね……）

　ふと、彼が犬いぬ太た郎ろうをとても可愛がっている事を思い出した。仕方がない。私は苦笑を漏らすと、ソワソワしている柚月君に「わんわんコーナーに行かない？」と声をかける。

「え、いいんですか？」

「いいわよ、行きたいんでしょ」

　わんわんコーナーに着くと、これまた多種多様のコーナーがあった。犬を飼っていない人間向けの餌やり体験コーナーに、おさんぽ体験コーナー。そして犬飼い初心者に向けに、初めて犬を家庭に迎える際に購入する物の説明、販売コーナー。犬の体のお手入れ方法や、散歩の際の基礎知識等のビデオを流しているプロジェクター。

　隣のドッグランには、子連れファミリー向けに「キッズドッグトレーナー体験」なるものもあるらしい。ドッグランは愛犬を連れて来られるそうで、既に近所の愛犬家や、ペット泊可のオフィシャルホテルの宿泊客たちで賑わっていた。

　愛犬の躾しつけ教室や、トリミングサービス、獣医さんによる健康診断のサービスまであり、少し、感心してしまった。

（これは、勉強になるわね）

　将来、柚月君とこの手の店をやるなら、ここにはヒントと先人達の知恵で溢れている。

「どこに入りましょうか？」

「とりあえず、あそこに入ってみない？」

　柚月君に言われ、私はすぐ近くあったふれあいコーナーを指さす。

　ワン！

「わっ！？」

　中に入ると、真っ先に駆け寄ってきた大型犬に、柚月君は押し倒されてしまった。

「柚月君、大丈夫？」

「はい。……こ、こら、くすぐったいって」

　犬の大きさに一瞬、慌てふためいたが心配なさそうだ。顔をペロペロ舐め回されている。

　彼は本当に犬が好きなのだろう。

　犬とじゃれあう柚月君の様子に、頬が緩む。

「かわいいわね、ゴールデンレトリバーか」

「なんだか犬太郎を思い出します。顔や毛並みは全然違うけど」

　そう言って柚月君は、穏やかな瞳で犬を撫でる。

「おさんぽ体験コーナーだって。この子とやってみる？」

「いいんですか？」

「せっかくだし」

「……嬉しいです」

「え？」

「ゆいこさん、ありがとう！」

「べ、別にいいって」

　というか、そこまで喜ばれたら、やる以外の選択肢はないだろう。

　まさかここまで喜ばれると思わなかったので、なんだか照れてしまった。仕方ないので、私が柚月君のお金も払ってあげると更に喜ばれた。

　五百円の別料金を払うと、二十分、選んだ犬を独占しておさんぽコースを体験する事ができる。ちなみにおかし代も含まれており、おかしをあげる事もできる。

　私の五百円で、柚月君がちょっとでも癒されてくれれば良いのだが。

「では、こちらの子ですね。ゴールデンレトリバーのマロンちゃん、十歳です」

「驚いた。意外にお婆ちゃんなのね」

　私には犬の外見から、年齢を判別する知識はない。しかし十歳の犬が高齢だという知識ならあった。

「僕も五、六歳かと思いました。とっても毛並みが良いし、美人だし。うちに連れて帰りたいな」

　ワン！

「こら、そんなに舐めるなって」

「…………」

「ゆいこさん？」

　犬とじゃれ合う柚月君に、少し嫉妬してしまった。







　柚月君はスタスタ先を歩く私の後に、慌ててついてくる。

「ゆ、ゆいこさん！　僕、何かしましたか？」

「いいえ、それよりも慣れてるわね」

　犬相手に大人気ないとは思うが、刺とげ々とげしい台詞が口から飛び出してしまった。しかし柚月君は、私の嫌みに気付かない。

「そうですね。でも、犬太郎は中型犬だったので、やっぱり色々違います。あいつ以外の犬と散歩をするのは初めてなので、少し不思議な感じがします」

「そっか」

　少しずつではあるが、彼の表情が明るくなってきたのを見て、内心ほっと息を吐く。

　それから私達は、ヨーロッパの街並みのように美しく整備された公園内を歩いた。人懐っこいゴールデンレトリバーと、係のお姉さんも一緒だ。

「ゆいこさんもリードを持ってみますか？」

「私？」

「とてもおとなしくて賢い子です」

「わ、私は遠慮しとくわ」

「そうですか？」

　柚月君は、私の反応に首を傾げる。

　確かにその犬はとても賢そうだったが、私は犬を飼った経験がない。どんなに聡明で、人懐っこい犬でも、お姉さんにリードの引き方や、犬が喜ぶ撫で方を教えてもらっても、相手が大型犬なので少し怖かったのだ。

　そんな私に比べて、犬太郎で犬慣れしている柚月君はとても楽しそうだ。

　作業服のお姉さんも、その事に気が付いたらしい。

「お兄さんのお家には、わんちゃんがいるんですか？」

「実家に一匹。上京してからあまり会えていないので、今日はとても嬉しいです」

「本当ですか？　良かった！」

　朗らかに笑う柚月君とお姉さんの前を歩きながら、私は森の中にある公園を見回した。

（流石デスラン、金かけてるわね……）

　アトラクションゾーンと同じように、こちらにも公園を整備・掃除している従業員がいて、何度かすれ違った。園内には、緑溢れる温室や人工的な湖もある。

　ふれあいコーナーは、入場時に身分証明書や社員証の提示を求められる。

　それが面倒なので、私は今までこの公園に入った事がなかった。実は今回が初めてだ。

　このゾーンがそこまで厳しい理由も、おさんぽコースにお姉さんがついてくる理由も、虐待だ。悲しい現実ではあるが、高い入場料金に別途料金を払ってまで、動物を虐待したい人間は存在する。人語を解せない動物たちは、被害に遭っても私達に訴える事ができない。

　ちなみにここには、動物と人間のマッチングシステムなるものもある。志願者が何度かお目当てのペットの為にデスランに通い、いくつかの適性試験に突破し、係員が「この人なら大丈夫だろう」と判断すると、マッチングが成立するというシステムらしい。

　ゴールデンレトリバーのリードを引く柚月君の様子に何か感じたのか、お姉さんは冗談めかした口調で言う。

「もう一匹どうですか？」

「一匹と言わず、全部引き取りたいです。……でも、僕はまだ学生なので」

　心の底から残念そうな顔でそう言った後、柚月君が「お金があれば……」と呟いたのを私は聞き逃さなかった。

（柚月君……？）

　その言葉に、何となく違和感を感じた。──まさかとは思うが、もしかしたらそのまさかかもしれない。

（もしかして、七なな草くさ堂どうを継ぐ事を考えている？）

　しかし、それを聞いていいかわからない私は、ただ無言で歩く。

　そして私達は公園を一周して、ふれあいコーナーの前に戻ってきた。

　おさんぽ体験を終えて、ゴールデンレトリバーとお姉さんと別れる。柚月君は犬と別れる時、やはり何かを思案しているようだった。眉間に寄せられた皺に、憂悶の影が射す。

　そんなこんなでアニマルゾーンを出ると、時間はバトルフィールド・ロワイヤルに行くのに丁度いい頃合いとなっていた。

「では、行きますか」

　バトルフィールド・ロワイヤルの入口で、受け取った光線銃を構える。

　やる気満々の私に、腰に銃を吊るすベルトを装備している柚月君は、やや面食らったようだった。

「本気で五百万円、手に入れるつもりですか？」

「当然じゃない」

　やるからには勝利を狙う。それが私の美学だ。

　このアトラクションは、ちょっとしたお化け屋敷──いや、迷路のような造りになっている。

　バトルフィールド・ロワイヤルとは、ゴールを目指しながら、クリスマス仕様のゾンビを撃ち殺していく４Ｄアトラクションゲームである。ゾンビが現れると、その体にはダーツゲームのように得点が浮かぶ。プレイヤーがゾンビに攻撃されたら、そこでゲームオーバーだ。迷路をクリアし、最高得点を取ったカップルが、賞金の百万円を手にする。

「言ったでしょう、四百万円、お父さんに耳を揃えて返してやるのよ！」

　──そして、意気揚々とバトルフィールドに挑んだ私達は、驚く事に、本当に優勝してしまったのである……。







「すごい、すごいです、ゆいこさん！　とっても格好良かったです！！」

　両の拳を握りしめ、興奮も露わに叫ぶ柚月君と私は表彰台に立っていた。

「僕、惚れ直しました！　ゆいこさん、最高です！」

「あ、ありがとう」

　得意げに髪をかきあげる私の頬には、一筋の汗が流れている。

（毎晩ゾンビを撃ち殺していたのが、まさかこんな所で役に立つなんて……）

　この手のゲームは、他人よりもちょいとばかりうまい自覚はあったが、笑えるくらいの圧勝であった。毎晩ゾンビを撃ち殺すゲームをするようになった、ストレスの大元──隼はや人とに、私は感謝するべきかもしれない。しないけど。

　ちなみにそんな事を言っている柚月君も飲み込みが早く、とても良い補佐になってくれた。

　表彰台の下には、私達に破れた敗北兵──もとい、今回のバトロワに参加した人達が、百万円の小切手を受け取る私達を、恨めしげな表情で見守っている。

「さあ！　今回の優勝者はどうする！？　このまま百万円を受け取るか！　それとも、更なる高みを目指すか！」

　マイクを持った司会キャストの言葉に、私達は目を合わせた。

　──答えは端から決まっている。

「五百万に挑戦します！」

　司会者に向けられたマイクに向かって、柚月君が声高らかに宣言する。

　ワアアアアアアアアアアアアア！

「やった！　ワンチャンきたぞ！」

「よっしゃ！　そう来なくっちゃ！」

　敗北兵たちが騒ぎ立てる中、司会はお決まりの質問をしてきた。

「ちなみに、五百万は何に使う予定ですか？」

「借金を返済します。母の手術代が四百万程あるんです」

「え？」

　真顔で答えた柚月君に、司会は、そして会場までもがシーンと静まり返る。

「の、残りは……？」

「私の大学の奨学金返済に充あてようと思っています」

　マイクを向けられた私が真顔で答えると、またしても会場はシーンと静まり返った。

　二人揃って、空気の読めない回答をしてしまったかもしれない。なんかと言うか、こう、ここは敗北兵たちが思わず撃ち殺してしまいたくなるような回答を望まれていたようだ。……まあ、事実なのでしょうがない。

「お、おお……こ、これは是非、頑張っていただきたいですね！　では、スタート！」

　──司会者のよそよそしい声と共に、戦いの火蓋は切って落とされた。

　パン！

　片耳を手で押さえた司会者が、空に向けてスターターピストルを打ち上げる。

　最後にこの匂いを嗅いだのは、運動会の徒競走だろうか？　紙火薬のどこか懐かしい臭いが辺りに漂う中、私たちは表彰台を飛び降りた。

「行くわよ、柚月君！」

「はい！」

　ステージ前では「十、九、八、七……」とカウントダウンが始まっている。ゼロになった瞬間、本日の敗北兵二百名と、現地に集まって来たお一人様の集団が、一斉に私たちに襲いかかる。

「リア充め、許すまじ……」

「絶対に邪魔してやる……」

「五百万ゲットできずに、ケンガ別れすれば良い……」

（うわあ……）

　背後から聞こえる怨念のような呻うめきに、思わず顔が引き攣つった。

　ステージの上に立っている時も思ったが、今回はカップルよりもお一人様の方が多そうだ。ベストカップルを討ち取る事を楽しみに、毎年、クリスマスにデスランに来る人間も多いと聞いてはいたが、まさかここまでだったとは……。

（でも、負けられない……！）

　私は一位が大好きだ。──それはこの手のお遊びだって同じ。いつだって全力投球で行く。

「柚月君！　迷路の地図は頭の中にあるわね！」

「はい！　あの迷路を突破すれば、僕達の勝ちですね！」

　今度は先程ゾンビと戦った迷路を、出口から入口へと逆走する。無事、入口まで逃げ切れば五百万円は私達の物となる。

　ザッ！

「グ……お、お」

「くっ！」

　パンパンパン！

　早速、物陰から登場したサンタ帽を被ったゾンビを、柚月君が撃ち殺す。いい腕だ。毎晩ゲームをやれば、私よりうまくなるかもしれない。

「ウ……ア、アア……」

「オ……オオ、……」

　この通り、今回もゾンビが登場する。私達は奴等を撃ち殺しながら、追手から逃げなければならないのだが──、

「柚月君、できるだけ殺さないで！　避けて走って逃げましょう！」

「でも！」

　柚月君は私の言っている事は理解したようだが、それが可能か吟味するような顔付きになった。

「大丈夫、私を信じて」

「ゆいこさん……」

　柚月君はまだ迷っているようだった。

　そう、私は追手たちにゾンビを押し付ける算段なのだ。できるだけ沢山のゾンビを、残して行きたい。

「柚月君！」

　私に手を振り上げるゾンビに銃口を向ける柚月君に、私は静止の声を上げる。

　ガッ！

　そして、そのゾンビを蹴り倒した。

「ゆいこさん！？」

　柚月君の悲鳴じみた声を上げる。

「大丈夫よ……って、ブーツはあまり大丈夫じゃないわね」

　流石は４Ｄアトラクションゲームと言ったところか。ゾンビの粘液のような物まで、忠実に再現されている。

　向こうから攻撃を受けた際、接触するのはアウトだが、こちらから物理攻撃を仕掛ける分にはセーフらしい。これは、ネットの攻略サイトで確認済だ。ただ、当たり判定が曖昧なので、今回のように必要に迫らなければやりたくはない。

　ちなみに私が今やったようにゾンビを殴る蹴るしても、奴らにダメージを与える事はできない。しかし、物理的にどかす事は可能だ。今、その実証した。──という事を柚月君に説明しながら迷路を走る。

「いたぞ、こっちだ！」

「待て！」

　どうやらカウントダウンは終わったらしい。

　追手たちの気配に、柚月君も覚悟を決めた顔になる。

「なるべく撃ち殺さないで、ですね」

「ええ、道を作ったら残りは無視して行きましょう！」

　パンパン！

　私達は中央に立っていたゾンビを撃ち殺し、道を作る。真横をすり抜けられたゾンビたちは、しばらく私達の後を追って来た。──しかし、ある時を境に、攻撃のターゲットを変更した。

「うわあああ！　な、なんだっ？」

「汚ねえぞ！　こんなにゾンビを残していきやがって！」

　走りながら背後を振り返る。

　追手たちを襲い出すゾンビの様子に、私は確信した。やはりデスランのゾンビは、一番近い場所にいる人間を攻撃するようにプログラムされている。

「これは……」

　どうやら柚月君も気付いたらしい。

「そう、モブゾンビ達のターゲットは私達じゃない。一番近くにいる人間なのよ」

「ならば、ゆいこさんの言う通り、なるべく沢山残して行くしかないですね」

「その通り」

　悪い顔になる柚月君に、負けず劣らず悪い顔でにやりと笑う。

　後ろから聞こえる追手たちの悲鳴に、ほくそ笑む。

（いいペースね）

　地図はしっかりと私達の頭にあった。道に迷う事もなく、トラップに引っかかる事もなく、私達は最短ルートでスタート地点へと舞い戻る。

　パン！

　五匹登場したゾンビを一匹だけ撃ち殺し、奴らの間をすり抜けたその時、柚月君が感極まった様子で息を飲む。

「これ、もしかして本当に……？」

　そう、入口が見えてきたのだ。

（これで、五百万円は私達の物……？）

　私も些いささか信じられなかった。これは夢だろうか？　それとも、現実？

　──その時、

　バババババババッ！

　突如上空から降ってきた散弾銃に、私は右に、柚月君は左に飛んだ。






[image: ]









「ほっほっほ！　メリークリスマス！」

「──っ！？」

　その大きなそりは、私達の行く手を阻むように、空から降ってきた。

　赤黒い返り血で濡れたサンタ服。フランケンシュタインのような、縫い痕だらけの継ぎ接ぎの皮膚。背負った袋の中に、たらふくつめられた手榴弾。

「デス・サンタ……？」

　──デスランで唯一散弾銃とゲストへの殺意を持つ、レアキャラのご登場である。

（あとちょっとだったのに、なんでこんな所で……）

　思わず奥歯を噛み締めてしまう。

　遭遇確率は千分の一以下と言われているレアキャラとの遭遇に、動揺を隠せない。

　デスランの攻略情報は、公式公開こそされてはいないが、ネットには数多の情報が溢れている。クリスマスイベントに、百万円をゲットした優勝者の攻略ブログも存在する。──しかし、五百万円を手に入れた人間のブログは存在しなかった。

　何故なら、このクリスマスイベントで過去五百万円を入手したカップルは数組しか存在しないからだ。デス・サンタの噂も、ネット上には都市伝説並に確証のない情報しかない。

「まさか実在するなんて」

　茫ぼう然ぜんと漏らすと、デス・サンタの向こう側にいる柚月君が反応する。

「おそらくデス・サンタは、ここまでやってきたベストカップル用に用意されたプログラムなのかと」

　柚月君にはデスランに入る前に、登場キャラのデータを渡している。デス・サンタについても、一応説明はしていた。

　柚月君の分析はおそらく正解だろう。それならデス・サンタについての情報が、ネットにほぼ存在しないのもしっくり来る。

　バッ！　

「待て！　追いついたぞ！」

　その時、最悪のタイミングで、追手が追い付いてしまった。

　前方にはデス・サンタ。後方には追手たち。

（どうしよう……）

「柚月君！」

　絶体絶命の状況に、デス・サンタの向こう側にいる柚月君に向かって叫ぶ。彼はデス・サンタを睨みながら何やらブツブツ呟いていた。

「一番近くにいる人間に、反応するようにプログラムされている……どうやって、人体を感知している？　全てを人の手でまかうのは不可能だ。人感センサー、赤外線？　──いや、画像Image認識Recognition、動体追跡プログラム！」

　柚月君はハッとした表情になると、私に向かって叫んだ。

「ゆいこさん！　援護をお願いします！」

　ダッ！

　そう叫ぶなり、柚月君はデス・サンタに向かって走り出す。

「えっ!?　な、なんなのよ、もう！」

　訳もわからず、デス・サンタに向かって走り出す柚月君に続く。

　柚月君は何をしようとしているのだろうか。彼は私の援護を期待しているらしく、銃も構えず、無防備な状態だった。

（くっ！）

　パンパン！

　私は、柚月君に向って散弾銃を構えるデス・サンタの腕を狙った。

　例の如く、デス・サンタの身体の前に浮き上がった得点を無視し、奴の腕を狙うのは柚月君を撃たせない為だ。

（あ、そうか……！）

　デス・サンタは、私に撃たれているのに私を狙わない。──そう、今、奴に一番近い場所にいるのは、柚月君だからだ。

　パン！　パンパンパン！

　デス・サンタの手から、散弾銃が落ちた瞬間、

　バッ！

　奴の真ん前まで来ていた柚月君は、手に持っていたコートをサンタの頭に被せた。

（え、な、なに？）

　そのまま動きが停止するデス・サンタに戸惑う。地面に落ちた散弾銃を強奪した柚月君と、動かなくなったデス・サンタの前で合流した私は、彼に急かされるまま、ゴール目掛けて走り出す。

　──ゴールまで、あと二十メートル強だ。

「ま、待て！」

　その時、追手たちの声に柚月君は立ち止まった。

　バババババッ！

　後を振り返った彼の光線銃は、追手たちではなく、デス・サンタに被せていたコートを吹き飛ばした。

　コートが落ちると、サンタはまた動き出す。一番近くにいる人間──追手たちに向かって。

「なんで俺達を狙うんだよ！　あいつらを狙えよ！」

「って、やっべえ！　こいつデス・サンタじゃん！」

　背後から聞こえる数多の悲鳴を無視し、私は走りながら彼に問う。

「どういう事？」

　柚月君の隣に追い付くと、彼は小さく笑った。

「サンタの目が、カメラになっていたんです。カメラさえ隠せば、内臓されている動体検出プログラムも動体追跡装置も働かなくなるんじゃないかって思って」

　なるほど。最近、バスやタクシーについているという車載カメラや、スマホやＷｅｂカメラについている顔認証のような物か。

　そんな事を話していると、どんどんゴールが近付いてくる。

　ゴールには、昔懐かしのゴールテープがピン！　と貼られてあった。

　──そして。

　パン！　パンパン！

　私達がゴールテープ突っ切った瞬間、軽快な音と共に、夕焼け空に花火が上がる。

「すごい！　十年ぶりのゴールだあああああああ！」

　司会キャストの声と共に、辺りは大歓声の渦に包まれた。

「やったの……？」

「た、たぶん……」

　私は半笑いしながら、柚月君を振り返る。

「おめでとうございます！　五百万円は、あなた達の物だ！」

　腰の抜けた柚月君につられるようにして、私もその場にへなへなとへたり込んだ。

「あは、あはははは……」

　やった。本当にやってしまった。

　──その時、

「……おかしいだろ、なんでこんなだざいガキが」

「え？」

　聞き覚えのある声にハッとした瞬間、

　ガッ！

「なんで由ゆ比い子こを！　五百万円を持ってくんだよ！」

（隼人!?）

　どうやら今日もインパしていたらしい。昨日の彼女──小こ泉いずみさんとはまた別の美女を連れた元カレが、柚月君の胸ぐらを掴み上げる。

　私が何か叫ぶぼうとしたその時。

　ガッ！

「……テメエ、うちの息子に何しとんじゃ？　死に晒さらしてえのか？　ああ？」

「と、父さん……？」

　隼人の腕を掴んだのは、闘牛のような筋骨のたくましい肉体に、マフィアのドンさながらの迫力の男──御ご形ぎょう社長だった。

「あ、あれ、七草堂の！」

「御形社長！」

　有名人の登場に、辺りは軽いパニックに陥る。

「な、なんであの御形社長がこんな所にいるんだよ！」

　パニックに陥ったのは隼人とその彼女もだったようで、彼等は目を白黒させていた。

　そんな彼らを無視し、御形社長は地面に膝を突く。

「芹せり！　大丈夫か？」

「なんで……」

　一本数百万円はくだらなそうなジーンズで、躊躇とまどいなく地面に跪ひざまずく社長に、野次馬と一緒に私も軽いパニックに陥った。

「あー、そ、そうだ、急用思い出した！」

「は、隼人！　ちょっと待ちなさいよ！」

　そのままそそくさと退散する隼人達には目もくれず、御形社長は柚月君を助け起こす。助け起こされた柚月君は、茫然と──いや、釈然としない顔付きになった。

（ま、まずい……）

　このまま仲直りされてしまったら、私の立つ瀬がない。

　私はごほん！　と咳払いして、二人に間に入った。

「柚月君、お父さんは柚月君の事を大切に想っているのよ」

　それっぽい事を、神妙な顔で言ってみる。

「ゆいこさん、一体何を言っているんですか？」

　すると、私の言葉に柚月君は不快を露わに眉を顰しかめた。

「だってほら、心配で私達を追ってきたんでしょう？　ねえ、社長」

「え、あ……まあ、なんだ」

　御形社長は照れているのかもしれない。人差し指で鼻の下を擦っている。

　そんな父親の様子に、柚月君はぐにゃりと顔を歪ませる。

　彼は父親から距離を取るように、一歩後退すると頭を振った。

「……そんなの、信じられない。なら、なぜあの女と結婚したんだ！」

「え？　どういう事？」

「あれ、七草堂の社長でしょ？」

（げっ……）

　そして今度は柚月君のこの言葉が火付けとなって、とんでもない事になってしまった。「あの御形社長の隠し子か？」「修羅場だ」と私達の動向を見守る野次馬たちの視線に、まずいと思う。

「ゆ、柚月君！」

　私が慌てて袖を引っ張るが、柚月君は止まらない。公衆の面前で、御形社長に喰ってかかる。

「母さんと僕を捨てたくせに！　納得いく理由があるのなら、言ってみろ！」

「…………」

　ザワつく野次馬たちに、御形社長もここではまずいと思ったのだろう。硬く口を閉ざす。

　沈黙する社長を睨みつける柚月君の肩が震えていた。

（柚月君……）

　私は、一体、どうすればいいのだろうか？　御形社長の事情を話さず、彼を説得させるのはやはり難しい気がする。

　横目でちらりと私を見る御形社長の目が「助けろよ」と言っていた。

「柚月君、ええっとね、ええっと……」

「ゆいこさんは黙っていてください！　これは僕と父の問題です！」

「ええっと……うん、そうよね……」

　私の反応に、御形社長が眦まなじりを吊り上げる。

　困った。これはもう、七草堂への復職は難しいかもしれない。一度レールから外れた人生を軌道修正するのは、やはり難しいのかもしれない。

（なんであんな男に引っかかってしまったんだろう。七草堂で正社員をやっていれば、私の一生は安泰だったのに……）

「私から話すよ」

（え……？）

　私が絶望に打ちひしがれていたその時、凛としたテノールボイスが辺りに響く。

　私達は──そして、野次馬たちも、その場にいた全員が彼女を振り返った。

　そこには、黒いサングラスをかけたパンツルックの女性が立っていた。年齢は分からない。二十代にも見えるが、二十代の小娘にはない貫禄のような物がある。もしかしたらもう少しいっているかもしれない。妙齢の女性だ。身長は百七十センチメートルはあるだろう。どこかボーイッシュな雰囲気の美人だった。

　そんな美人の登場に、御形社長が素っ頓狂な声を上げる。

「粥かゆ子こ！？」

「よう」

（まさか……）

「おま、こんな所で何やってんだよ？」

「ンなのデートに決まってんだろ。今日はクリスマスだぞ」

　粥子夫人が薄く笑いながら、サングラスを人指し指で押し上げると、猫のように悪戯っぽいブラウンの瞳が覗く。

（本物だ……）

　──七草粥子。御形社長の奥様であり、七草堂の御令嬢である。

　その顔を知らぬ私ではない。七草堂にいた頃、何度か顔を見た事がある。

　粥子夫人の綺麗に切り揃えた前下がりボブが、サラリと揺れた。

　ポカンとした表情の柚月君が「デート？」と漏らすと、粥子夫人の後で静かに佇んでいた女性が、一歩前へ出た。

「はい、デートです」

　そう言って柔らかく微笑む女性は、思わず二度見してしまうような美人だった。

　こちらは粥子夫人とは対照的な美しさ人だった。ロングスカートとロングヘアがとても良く似合う、女性的な女性だ。私と目が合うと、彼女はにっこり微笑んだ。

　粥子夫人は茫然としている柚月君の前まで、ツカツカと歩いていく。

　そして彼の前まで来ると、神妙な顏になり、そして頭を下げた。

「今まで悪かった」

「なに、を」

　柚月君は、何が起こったのかわからないと言った顏をしている。恐らく私も、彼同様の顔をしているはずだ。

「いいのか、粥子」

「もう決心ができたから」

　いつになく真剣な口調で問う御形社長に、粥子夫人は頭を上げた。

「全部話すよ。だが、場所を変えようか。──青年、ここではゆっくり話ができないからな」
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　そして私達は、七草夫妻たちの後をのろのろと着いていった。

　柚月君は、渋い顔をしていた。それもそのはず。柚月君からしてみれば、粥子夫人は母親から父親を寝取った女になる。

　なんとなく、隣を歩く柚月君の手をギュッと握ってみる。

「ゆいこさん？」

　いきなり手を握られた柚月君は、きょとんとした表情になった。

「大丈夫よ、私がついてるから」

　柚月君は言葉の意味を噛み締めるように、私の言葉を口の中でリピートする。

「私がついているから……？」

「な、何よ……」

「いいえ。やっぱり僕は、ゆいこさんの事が大好きなんだなって改めて思って」

　破顔する柚月君から、私は目を反らす。

　なんだか頬が熱かった。

（あ、ここ……？）

　粥子夫人に率いられた私達は、朝出てきたオフィシャルホテルへと戻ってきた。ホテルに入ると、恐らくＶＩＰ客専用の物であろう部屋に通される。

（うひゃあ……）

　まるで宮殿のような豪華な部屋に、目がチカチカする。まるでヴェルサイユ宮殿に行った時のようだ。ここは目にも、庶民の精神にも優しくない。

　あまりもの豪華な部屋に、さすがの私も緊張でガチガチになってしまった。

「飲み物は？」

「お構いなく」

「あなたも？」

「は、はい」

「あ、俺ビール」

「お前は聞いてねぇよ。温あつ子こはいつものでいいな」

「はい」

　粥子夫人がチャッチャとホテルの従業員に、コーヒーやら何やらを頼む。

　しばらく誰も話さなかった。

　戻ってきたホテルの従業員が、私達の前に飲み物を並べて退室するまでの十数分間、誰も口を開かなかった。

　ビールが来ると、御形社長はそのままその大ジョッキを一気に飲み干した。柚月君に至っては珈琲の白い湯気を見て、固まっている。私から何かアクションをかけてみようかと思ったその時、粥子夫人の隣に座る女性──先程、温子さんと呼ばれた美女が口を開いた。

「粥子」

　粥子夫人は、小さく頷く。

「こちらの方は？」

　先程、粥子夫人が「デートをしている」と言った相手だ。

「天羽あもう温子、私の彼女だ」

「は、初めまして！　大おお島しま由比子です！」

「柚月芹です」

　会釈する温子さんに、私と柚月君は慌てて頭を下げる。

「私達、高校生の頃から──かれこれ、十八年間お付き合いしているんです」

　二人の左手の薬指に光るリングに、私達はまた顔を見合わせた。

　それから粥子さん達は、私達に自分達の関係や境遇について話した。粥子さんも温子さんも、長年、両親の反対にあって大変だったらしい。何度も両家が示し合わせて、強制的に別れさせられたり、駆け落ちをしたり。──そして御形社長との政略結婚の話も。

　聞いていて、なんだか下手なドラマよりもドラマな話だと思った。二人の壮絶な十八年間の歴史に、私も柚月君もただただ圧倒された。

「こないだ、やっと薺おとうさんの説得に成功したの」

　温子さんが言うお義父さんとは、七草薺なずなの事だろう。

　一気に話して喉が渇いたのか、コーヒーカップに口を付けていた粥子夫人が、カップをソーサーの上に戻す。

「そう。ついにうちの親父様が折れてくれてな。──これでやっと、このむさくるしい御形ゴリラと別れて、愛する温子と結婚できる」

「ゴリラって何だよ……って、えっ、離婚？」

　どうやら初耳だったらしい。粥子夫人の言葉に、御形社長はギョッとした。

「ああ、お前は自由だ。今まで悪かったな」

「か、会社はどうなるんだ？」

　目を白黒させる御形社長に、粥子夫人は淡々と答える。

「私は継ぐ気はない。社員達は、皆、お前だからついてきている。慰謝料にとっとけよ」

「え、いいの？　まじで？」

「私も温子も、死ぬまで役人報酬で楽させてもらうのが条件だけどな」

「まあ、そのくらいなら別にいいけどよ」

「じゃあ、離婚成立で良いか？」

「おう、今までありがとな」

「こちらこそ」

（え？　ちょ、え？　離婚？　まじで？）

　──目の前で、日本が誇る大企業のビックカップルの離婚が、あっさり成立してしまった。

（なんなの、この展開。ウソでしょ……？）

　私は酸欠の金魚のように、口をパクパクさせる事しかできない。柚月君にいたっては石になっている。

　粥子さんは御形社長から柚月君に向き直ると、頭を下げる。

「芹君。今まで本当に悪かった。サーシャさんのお腹に君がいると知った時は、既に結婚していたんだ。……先に聞いてさえいれば、偽装とは言え、こんな男と絶対結婚しなかったんだが」

「えっ、俺が悪いの？」

「当たり前だろうが。ほら、お前も頭下げろよ。なにビール追加してるんだよ」

「あ？　ああ、今まで悪かったな、芹」

「私からも、謝らせて。芹君、本当にごめんなさい」

「今まで本当に悪かった。御形を──お父さんを君に返すよ」

　そう言って深々と頭を下げる三人に、私は横目で柚月君を盗み見る。

　柚月君は、未だ石化が解けていないようだった。

「ゆ、柚月君……」

　私がちょいちょいとテーブルの下で彼の膝を叩くと、柚月君は我に返ったらしい。憮然とした表情で答える。

「いや、今更こんなの返されても困ると言うか……」

「芹！？」

　シリアスなシーンのはずなのに、柚月君の言い草と御形社長の悲痛な声に、私は「ブッ！」　とコーヒーを吹きかけてしまった。なんとか堪えた自分を褒めてあげたい。

「正直、今更、この人を返されても僕も母も困ります」

「そんなひどい事言うなよ！」

「本当に、ただの政略結婚だったんだ。御形はずっと、君のお母さんを愛していた。本当に、君達母子には悪い事をした」

　再度、深々と頭を下げる粥子さんと温子さんに、柚月君は唇を固く結ぶ。

　そんな彼等の背後では、御形社長がドアを開けて「ビールが遅い」と廊下で叫んでいた。

　私はため息を一つ吐くと、席に戻ってきた社長に目を向ける。

「御形社長。デストロイヤー・ランドのアニマルゾーンの拡大化について、お聞きしたい事があるのですが」

「ん？　それは今する話か？」

「ゆいこさん……？」

　一同に、空気の読めない女を見る目で見られ、「うっ」と言葉につまる。

　御形社長にまで空気の読めない女扱いされて、激しい憤りを感じたが、私はめげずに話を続けた。

「関連のある話なので。……今現在、アニマルゾーンに入れる犬猫は、血統書付きで、見目の良い、不幸な子達だけです。アニマルゾーン拡大に辺り、保健所で殺処分を待つだけの雑種の犬猫もその中に入れてあげる事はできないのでしょうか？」

「元からそのつもりだが」

「え？」

　柚月君が弾かれたように顔を上げる。

「今回の拡大は、その為だ」

「だって、父さんは雑種が嫌いなんじゃ……？　犬太郎の事だって、ここでは使えないからって」

　それから柚月君は、小学生の頃、御形社長と母親と一緒にデストロイヤー・ランドに来た時の話をした。

　その日、御形社長はデスランに入るなり、仕事に──そう、建設中のアニマルゾーンに戻ったのだと言う。そこでは　丁度、アニマルゾーンで使える犬と、使えない犬──保健所に送られる犬の選別をしていた。里親の譲渡会も同時に開催していたが、皮膚病でところどころの毛が剥げ落ちて、見た目が良くなかった犬太郎のもらい手はなかった。そして犬太郎は、保健所に送られる事になったのだと言う。

（あ……）

『僕の小学校の入学祝いに、父が僕と母をデスランに連れてきてくれた事があったんです。幼い僕は、それを父の好意だと信じて疑いませんでした。しかし、真実はそうじゃなかった。父は根からの仕事人間で、冷血漢で……』

　私は、柚月君が昨日言っていた言葉を思い出す。

　そして、「家に連れて帰る！」と言う柚月君と御形社長はケンカになったそうだ。結局そのまま、柚月君とサーシャさんは、犬太郎を連れて家に帰ったらしい。

「まあ、あっちは商売だからな。しょうがない」

「商売……」

「関連デス企業ランの社長に、負債を押し付ける訳にもいかねぇだろ」

　この人は、本当に余計な一言が多い。愛犬を負債と言われ、ムッと顔を顰める柚月君に、私は慌てて両手をパタパタ振った。

「私は、柚月君がお父さんの事を誤解していると思うの！」

「誤解？」

　そんなものはないとでも言いたげな顔に、私は続ける。

「今まで離れていた時間を埋めながら、お父さんのお手伝いをするのもありなんじゃない？　一緒に働けば、お父さんの事を理解できると思うわ」

　私の助け舟に御形社長の目が輝く。でかしたぞ！　と言いたげな視線に、復職の手ごたえを実感した私だったが──。

「つまり、ゆいこさんは僕に七草堂を継いでほしいと？」

　柚月君の冷たい声にハッとする。

（柚月君……）

　彼の瞳は傷付いていた。

「そうじゃないわ」

「そういう事でしょう？」

　私はもう一度「そうじゃない」と言って、深く息を吐く。

「……でも、確かにそれが一番手っ取り早いのよ。柚月君の夢は、もうお父さんが叶えている。ノウハウも伝つ手てもお金も何もかも私達が一から始めるよりも、御形社長の手伝いをした方が、たくさんの動物を救えるわ」

「それは……」

　痛い所を突かれたのか、彼はぐっと押し黙る。

「でも、私は別にあなたにそれを強制するつもりはない。柚月君は柚月君の好きに生きればいいと思う。私はそれを尊重するし、応援するわ」

「ゆいこさん」

「でも、御形社長の人間性や業績を、もうちょっと知ってもいいんじゃないかなって思うのよ。……だって、親子なんだから」

「…………」

　柚月君は首を横にも縦にも振らなかった。苦悶の表情を浮かべ、更に黙る。

　しばらく誰も話さなかった。

　ぎこちない沈黙を破ったのは、御形社長のとぼけた声だった。

「芹の夢？　なんじゃそら？」

　御形社長の顔は赤い。

（この人、酔ってる……）

　気が付けば、彼の前には空の大ジョッキが四本並んでいる。

　そんな父親を、柚月君は白い目で見ている。

　私も頭痛のようなものを感じた。人が頑張っているのに、なんなんだろう、この人は……。

「柚月君の夢は、犬太郎のような不幸な犬をなくす事なんです」

「なんだ。じゃあ、うちで働けばいいじゃねえか」

「だから、それは嫌だと……」

　ノリノリの父親に、柚月君が眉間に寄せた皺が更に深い物となる。

「七草堂はデスランのホテルやレストラン、パーク内の飲食店全てを賄まかなっている。アニマルゾーンの動物たちのペットフードもだ。ここで働きたいんなら、俺がデスランの社長に話をつけとくぞ？」

「七草堂本社ではなく、ここで……？」

　柚月君の瞳が揺れる。

「なんだ、これで万事解決じゃねぇか」

「良かったわ、本当に」

「めでたしめでたしですね」

「ちょ、ちょっと待ってください！」

　朗らかに笑う御形社長達に、柚月君はバン！　と席を立った。

「何を勝手に決めているんですか！　ねえ、ゆいこさん！」

　こちらを振り返る柚月君に、私は頬を掻く。
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　実は私もこれ以上の名案はないと思うのだ。柚月君にとっても、私にとっても。

　私の反応に、柚月君は察したらしい。

　彼はしばし神妙な顏で沈黙した後、大きく息を吐いた。

「……少し、考えさせてください」

「柚月君！」

　そのまま、荷物を持って部屋を出て行く柚月君に、私も慌てて席を立つ。

　部屋を出る前に、視線を感じて後を振り返った。

　ああは言ったものの、どこか不安そうな顔で御形社長たちが私達の背中を見つめていた。

　彼等に「大丈夫です」と言うように、私は会釈した後、柚月君を追いかけた。







　　＊＊＊＊







　ホテルの部屋に戻ると、柚月君は「しばらく一人で考えさせて下さい」と言ってバルコニーに出た。

　私はやる事がないので、スマホを充電したり、デストロイヤー・ランドで撮り溜めた画像をＳＮＳにアップしたりして、時間を潰していた。話しかけてきたフォロワーにリプライを返していると、あっと言う間にホテルのレストランが閉まる時間帯になってしまった。

（まだ、そっとしておいた方がいいのかしら）

　このままでは、クリスマスディナーを食べ損ねてしまう。柚月君がこの通りなので、予約時間をずらしてもらったのだが、営業時間内に来てほしいと言われている。

（柚月君、寒くないのかな）

　コートを着たまま外に出て行ったとは言え、いい加減、寒いだろう。

　大丈夫だろうかと、バルコニーに顔を覗かせる。そこには憂い気な顏のまま、街灯の光るテーマパークを眺める柚月君の姿があった。

「夜景、綺麗ね」

　隣に並び、海まで続くテーマパークの夜景を眺める。

　外は、いつの間にかすっかり暗くなっていた。天気予報は外れたのだろうか？　そんな事をぼんやり考えていると、頬に冷たい物が触れた。

「雪……」

　真っ暗な空から、天使の羽根のように、ふわりと舞い踊る粉雪を見上げる。

「ゆいこさん、風邪引くといけないから……」

　柚月君が自分の着ていたコートを私の肩にかけたその時、体どころか大地を振るわせるような、ダイナミックな音楽が辺りに鳴り響いた。夜のパレードが始まったのだ。頼りない街灯の灯りに加勢するような光と音の洪水は、まるでテーマパークが暗闇に染まる事を拒否しているようだった。

「綺麗」

　私がそう漏らすと、柚月君は無言で頷いた。

（永遠に続けばいいのに。パレードも、遊園地も）

　しかし、私達がどんなにこの楽しい時間を終わってほしくないと願っても、それは叶わぬ夢なのだ。

　その現実を少し寂しく思いながら、柚月君の肩にコツンと頭を乗せた。

　十数台のフロート車が夜のパークを一周し、閉園を──そして今日という一日の終わりを告げる。

　幻想的な光と音楽は闇に消えると、黒い列がぞろぞろと出口へ向かって流れだした。──閉園だ。

　私は柚月君の肩に乗せていた頭をどかすと、彼の頭に積もった雪を払った。

「風邪引くわよ。そろそろ部屋に戻りましょう」

　そう言って彼の手を引くが、柚月君は動かない。

　振り返ると、柚月君は自嘲気味に笑っていた。

「……あの人が、母さんの事を愛していると言うのが本当だと言うのなら、僕は今まで何をしていたんでしょうか」

「私は、仲直りした方がいいと思う」

「でも、そんなの……」

「そうだ、これ」

　さっき部屋に届いた、五百万円の小切手を柚月君へと差し出す。封筒を開け、中身の小切手を確認した柚月君は、口元を手の平で覆う。

「五百万……実感、ありません」

「明日、お父さんに四百万返してきなさいよ」

「そうですね……」

　柚月君は、まだ何か考えているようだった。

　ふふっと笑いながら彼の唇に、自分のそれを寄せる。唇が重なった瞬間、ギュッと抱き寄せられた。

「メリークリスマス、柚月君」

「メリークリスマス、ゆいこさん」

　聖夜の鐘が鳴り響く中、私達はもう一度唇を重ねた。

「んっ……」

　お互いの唇の柔らかさを確認するような口付けは、次第に深い物へと変わりゆく。深く重なり合った唇の間を割いて、生温かい舌が侵入して来た。すぐに探し当てられた舌を絡めとられ、激しく吸われると甘い吐息が漏れた。口腔内をねっとりと動き回る舌の感覚に、ぶるりと身震いしてしまう。

「は、あ……っ」

　唇と唇が離れると、二人の間を細い銀糸が繋ぐ。

　短く息を吐きながら柚月君を見上げるが、彼の表情は陰になっていてよく見えなかった。

「──そうですね。そろそろ部屋に戻りましょうか」

「えっ？」

　そのまま抱き上げられて、ギョッとする。

「い、いいわよ！　重いって！」

「そんな事ありません、軽いですよ」

　お姫様だっこをされて部屋に連れ戻された私は、そのままベッドの上に下ろされた。

「ゆいこさん、良いですか？」

　コートを脱ぐなり、熱っぽい瞳で押し倒される。

　私と柚月君の体重で沈んだマットレスが、ギシリと軋きしんだ音を立てた。

　頷く代わりに、彼の頬に両手を添える。柚月君は私がキスの続きをしたがっている事に、すぐに気付いたらしい。くすりと笑いながら、冗談めかしたキスを施してきた。

「あ、ディナーの予約時間……」

　今になって、柚月君はその事に気付いたらしい。ベッドサイドのデジタルの時計を見て、額に手を当てる。

「折角のクリスマスの夜なのに。ごめんなさい、僕……」

「別にいいって」

「でも」

「来年もまた、二人で来ればいいじゃない」

「ゆいこさん……」

　柚月君は私の服を脱がせる手を止めると、「ありがとう」と言って微笑んだ。

「やっぱり僕は、あなたの事が大好きみたいです」

　まっさらで清潔なシーツの肌触りは良い。服を脱がされながら、そんな事を思った。

　自分だけ脱がされるのも何だか恥ずかしいので、私も彼のシャツのボタンを外しにかかった。柚月君は少し驚いた顏をした後、照れくさそうにはにかんだ。

「ゆいこさんは、優しい人ですね」

「そうかな」

「ええ、とっても」

　私の髪をかきあげた手が、頬に触れる。壊れ物に触れるように頬を両手で包まれて、こそばゆくて笑ってしまった。

「ゆいこさん、好きです」

「私もよ」

　ゆっくりと、どちらからともなく近付いた唇が触れ合う。

　伸ばした腕を背中に回して、抱きしめる。熱い舌で口腔内を舐め回される感覚にもだが、短く切り揃えられた柚月君の髪の毛の毛先が、肌を擽くすぐる感覚にも感じてしまった。

　そんな事をやっていると、頬を包んでいた手は、頬から首筋に滑り落ち、鎖骨に触れ、そして胸元へとたどり着く。

　肌を滑る手の感触に身じろぎすると、乳房が波打つ。その様子に柚月君の喉がゴクリと鳴った。

「っ！」

　はだけた胸元に差し込まれる手の冷たさに、少し驚いてしまう。

「ごめんなさい、冷たかった？」

「ううん、大丈夫」

「すみません。すぐに、温かくしてあげますから」

　そう言って妖しく微笑む柚月君は、やっぱり昼間の頼りがいのない年下の男の子とは別人に見える。

　まるで知らない男の人のように感じてしまうが、そんな不安を飲み込むように深く、深く、口付けされた。彼に応えると、更に口付けの激しさが増していく。掌で包み込むように、乳房の上に置かれたままの手が動き出す。

「どこに触れてほしいですか？」

　柚月君は私の胸を揉みしだきながら、真ん中にある二つの尖りには触れずに、そんな事を言う。

　絶対わかっているくせに、そんな質問をするなんて意地悪だ。「……ばか」と小声で漏らすと、くすくす笑いながら胸の突起を指でつままれた。

「っあ！」

「ここ、ですよね？」

　一日中、ブラジャーの中で押しつぶされていた突起は、軽く吸われただけですぐに勃ちあがってしまった。唇で啄ばんだり、舌先で転がされたりして、乳首をなぶられていると、色付いた乳輪までもが膨らみを増す。

「ぁっ……」

　ゾクゾクと何かが背筋を這う感覚に、声が上がる。熱い吐息を吐くと、柚月君は胸の突起を吸いながら、私の膝をかち割った。乱れたスカートの裾から覗く腿が、オレンジ色のライトに照らし出されている。カッと頬に熱が点ともった。

　そういえば、部屋の灯りを消していない。

「あかりり、を……」

「嫌です、明るい所でしたい」

「っ……！」

　文句を言おうと思ったが、ツツ……と、下着の上から恥溝をなぞられる。そのいやらしい手付きに翻弄され、灯りの事などすぐに頭の片隅へと追いやられてしまう。

「ちょ、ちょっと柚月く……っ！」

　下着の上から優しく縦筋をなぞるだけだった指は、布を溝に押し込むように上下はじめる。そんな事を繰り返され、肉の溝の形が、下着の上にくっきり浮かび上がってしまった。

　下着の上から恥肉を左右に割られると、鋭敏な尖りが自己主張しはじめた様子が、二人の目に晒される。

「やだ、恥ずかし……ん、ぁあ！」

　サテンの下着生地の上から、その突起を押しつぶされる。

「ゆいこさん、かわいい」

　布の上から、少し強めにその部分を擦られはじめる。なんだかその場所がヒリヒリして、無償にナカの奥がジンジンして、背筋がシーツから浮いた。

「やぁ、あ！」

「下着に染みができる前に、脱いじゃいましょうね」

　布の上から肉芽を摘まんだ後、何かを暗示するよう、肉口に指をぐにっと押し込んで彼はくすりと笑う。名残惜しそうに離れていった指は、妖しい手付きのまま恥骨へと移動する。

　そして、クリスマス仕様の紐パンのリボンをシュルリと解かれた。

　はらりと布がシーツに落ちる。恥ずかしい場所が露わになる感覚に、そろそろ足を閉じてしまいそうになるが、柚月君の身体は既に私の脚の間に入り込んでいる。

「駄目ですよ、ゆいこさん」

「柚月く、ん……」

　めっと子供を叱るように言って、脚を大きく寛げさせられる。

　空気に触れた粘膜に、柚月君の指が優しく触れた。

「っ！」

　とろりと蜜が溢れた場所に、彼の指先が埋めこまれる。既にヒクヒクとヒクついている肉口に、彼は口元に笑みを浮かべた。

「もう、こんなになってる」

　とても嬉しそうに言われるが、恥ずかしくて堪らない。

　ヒクつく膣内を押し広げるように、柚月君は指を進めていく。柚月君のサイズに慣れたその場所は、あっという間に　彼の指を根元まで飲み込んでしまった。まるで柚月君に触れられている事を喜ぶように、彼の物をねだるように、とめどなく蜜が溢れ出るその場所が、自分でも些か信じられずに注視してしまう。……そして、更に恥ずかしくなってしまった。

「はや、く……！」

　なんだか自分ばっかりが恥ずかしいような気がするので、前遊はあまり好きではない。

　「早く挿いれてくれれば良いのに」と思うのに、彼は頭を振る。

「ゆいこさん、かわいい。──でも、まだ駄目ですよ」

「そん、なっ！」

　指の抜き挿しが激しさを増していく。気が付いたら、指は一本から二本になっていた。

　じゅぷじゅぷと響く、聞くに堪えない水音にギュッと目を瞑る。けれど目を瞑ると、更にその音がクリアになって、ますます羞恥心を擽られた。これじゃ、逆効果だ。

（う、うう……）

　ゆっくり目を開くと、指が三本に増えようとしている所だった。

「ゆっくり解しましょうね」

　そう言って指を動かしながら、親指で花弁の上にある花芽をグッと押しつぶされる。

「──っ！　やっ、あ、あぁあああ！」

　瞬間、背が仰け反り、悲鳴のような声が上がった。

　目の前で白い火花がバチバチ散っている。

「もうイっちゃったんですか？　こんなに濡らして、ゆいこさんはいけない人だ」

「や、やあ！」

　柚月君はもう一度、手で私をイかせるつもりなのだろう。たった今、達したばかりで収縮を繰り返しているナカの良い部分を、容赦なく指で擦られる。

「ふ、ああ！　やあっ！」

　同時に花芯を刺激するのも再開されて、どんどん蜜が溢れ出した。

　──二点同時に与えられる快楽に、身体が、脳が、追いつけない。

「ゆいこさん、もっと僕を感じて」

　耳元に唇を寄せ、掠れた声で甘く囁かれる。

　また、達してしまいそうだ。

「やだ！　やだやだやだっ！」

　強すぎる快楽に叫ぶと、花芯を擦っていた指の動きを緩慢な物となる。

「あ、あ……」

　達しそうになったところで、そんな事をされてしまって、もうどうすれば良いのかわからない。喉がカラカラの状態で真夏の砂漠を歩いているような飢餓感に、ブワッと涙が溢れた。

「ゆいこさん、嫌ですか？」

　快楽で思考能力が低下している頭を、ブンブン横に振る。

「いやじゃ、ない……！　ない、から……っ」

　涙目で叫ぶと、私の素直な反応に気を良くしたのか、耳朶に舌を這わせていた柚月君が顔を上げる。何をするのかと思えば、そのまま唇を奪われた。

「ん、ぅっ！」

　夢中で彼の背中にしがみ付く。瞬間、腫れあがった突起を虐めていた指に、そこをキュッとつままれて、たまらず柚月君の指を締め付けてしまった。

（また、イった……？）

　目の前が真っ白になった。

　小刻みに身体を震わせる私の中から、柚月君がゆっくり指を引き抜く。まるで「離さない」とでも言うように、彼の指を締め付け、収縮する穴が、空虚感に涙を溢すようにどろりと蜜を溢こぼす。

「は、あ……」

　乱れたシーツの上で、ぐったりと力なく横たわる。

　頭がぼーっとする。連続で達したせいか、ドッと睡魔に襲われた。

「ゆいこさん？　眠いんですか？」

　ご名答。私は眠いのだ。最近知ったが、女の身体とは陰核でオーガズムを迎えると眠くなる物らしい。

「しょうがないですねぇ」と優しげな声色で漏らす柚月君に、なんとなく、今夜はこれで許してくれると思ったのだが、どうやらそれは私の思い違いだったらしい。

「まだ寝かせませんよ」

「え……」

　カチャカチャという金属音に重い瞼を開けると、柚月君がベルトを解き、ズボンの前を寛げているところだった。ボクサーパンツの中から、グン！　と勢いよく飛び出した昂りに、息を飲む。柚月君は避妊具を装着しながら、にっこり微笑んだ。

「これからが、本番です」

「え、ちょ……え？」

　脚を大きく広げられ、今度は指よりも太くて長い物を、その部分にあてがわれる。濡れそぼった花弁を掻き分けられて、くちゅりといやらしい音が鳴った。

（あ……やだ、柚月君のが……）

　肉口へと押し当てられ、ナカに侵入しようとしている物の硬さに、熱さに、背筋をゾクゾクしたものが駆け抜ける。

「っん……」

　身体の中へ、そして奥へと突き立てられた凶悪な肉は、私の睡魔を吹き飛ばすのに充分な物だった。

（やっぱり、大きい……っ！）

「ゆいこさん、好きです、すきっ」

　またしても柚月君にキスで口を塞がれ、声にならない悲鳴を上げる。

「んんっ、ふ、ぅ……うううっ……！」

　息苦しい。背筋はゾクゾクしているのに、繋がっている部分はドクドク言っていて、熱くて、体が熱くて、柚月君の物も、触れている肌も熱くて、なんだかアイスみたいに溶けてしまいそうだ。そんな中、みちみちと音を立てて、ナカに押し入ってくるモノの質量に、首を左右に振り、彼の口付けから逃れながら叫ぶ。

「っ、ゆづきくん、はげし、い……！」

「すみません。もうちょっとで全部入りますから、あと少し我慢しましょうね」

「んんんんっ！」

　にっこり微笑みながら、顎を掴まれ、また唇を奪われる。
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　些か乱暴に腰を掴まれ、硬い物を奥へ、奥へと押し込まれる。

「────っ！」

　声にならない悲鳴を上げる。背筋が震え、シーツから腰が浮いた。気が付けば、口付けはは終わっていた。はあはあと荒い呼吸を繰り返しながら、涙に潤んだ瞳で柚月君を見る。

「ゆづきく、ん……」

　全部、入った。

　ほっとしたのも束の間、彼は余裕のない瞳で言う。

「ごめんなさい、ゆいこさん。今夜は止められそうにない」

「なにを、んっ、あっ……あぁっ！」

　ずるりと入口近くまで引き抜かれたものが、ズン！　と最奥まで押し込まれる。何度も何度もそれを繰り返される。　また、すぐに白い火花が目の前でバチバチと散りはじめた。大きい。やっぱり、大きすぎる。痛い。でも痛いだけじゃなくて、きもちいい。

「っ、そ、そこ、きもち、きもちいい……っ！」

「ここですね？」

「ひんっ、あ……ああぁっ！　そ、それ、だめぇっ！」

　敏感な部分に硬い物を擦りつけられ、ビクビク身体が震える。

　柚月君の物で知ったナカの悦い場所に、彼を導くように、腰が勝手に動きはじめる。

「ゆいこさん、駄目ですよ」

「だ、だってぇっ」

　柚月君は窘たしなめるような口調で言いながら、私の腰をグッと押さえた。そして腿を持ち上げ、肩にかけると、奥を突き上げはじめた。

「あ、ああああぁあ……っ！」

　悦いい場所を力強く擦り上げられて、またしてもナカがぎゅううっと収縮する。四肢が断続的に痙攣し、腰が反り返った。

　柚月君は切なそうに眉を寄せる。

「くっ……」

　柚月君も達したのだろう。ナカで彼の物がビクビク言っていた。

「ゆいこさん……」

（終わった……？）

　ギュッと抱きしめられて、深く口付けられる。侵入してきた舌を受け入れて目を瞑る。

　やわやわと胸を揉まれ「え？」と思った瞬間、胸の尖りとキュッと摘ままれた。

「あん！」

　びっくりして声を上げるのと同時に、膣内に挿し込まれたままだった柚月君の凶器が、むくりと質量を取り戻していく。私が疑問に思う間もなく、柚月君がゆるゆると腰の動きを再開させた。

　どろどろになったその部分がぐちゅぐちゅと音を立て、パンパン！　と肌と肌が打ち合う音に、我に返る。

（もう一回！？）

　長い口付けから解放されたと思った瞬間、シーツの上で体をひっくり返された。

「ひゃん！」

「ゆいこさん、今度はバックでしましょうね」

「え？　え……？」

「ゆいこさん、バック好きですもんね」

　そのまま四つん這いにされて腰を掴まれる。激しい動きで後から穿たれ、揺さぶられ、喉の奥から悲鳴染みた声を絞り出した。

「やぁ、っ！　だめっ、もうだめぇ……っ！」

「あれ、駄目ですか？　ここ、気持ち良くありませんか？」

「あぁっ！」

　ぐりっと弱い部分を抉られて、甲高い声が上がった。

「きもちよすぎてっ、おかしくなっちゃ、あ、ぁあ…んっ！」

「ゆいこさんはかわいいな」

　柚月君はそう言うと、その部分を重点的に責めはじめた。

「いっ、そこっ、だめ！　や、やぁっ、へんにっ、なっちゃ……ぁああっ！」

「変になっていいんですよ、一緒に変になっちゃいましょうね」

「いや！　そんなのいっ……」

　ズン！　とその部分を突かれた瞬間、ナカがぎゅうう！　と締まり、またしても目の前が真っ白になる。

「ゆいこさん……！」

　背後から抱きしめられて、その腕の力強さに安堵感と心地よさを感じながら私は意識を手放した。







（ん……？）

　夜のしじまの中、目を覚ます。

　隣の柚月君を盗み見ると、彼はスマートフォンを握りしめながらぼーっとしていた。

「柚月君、眠れないの？」

「……不安なんです」

　少し情けない笑顔で笑いながら、柚月君は私に抱きついてきた。

（不安、か……）

　両親の事や将来の事、七草堂の事。まあ、不安は尽きないだろう。

「大丈夫よ、きっとうまくいくわ」

　ポンポンと彼の背中を優しく叩いてみる。

「……本当に今更だ。今更、あんな事言われても。僕も、母も、あの人と家族になれるでしょうか？」

「お互い歩み寄る努力を放棄しなければ、きっと。……ちょっとクセのある人だけど、でも、御形社長が柚月君と柚月君のお母さんを大切に想う気持ちは本当だと思う」

「え？」

「柚月君のお父さんだし、きっと大丈夫よ」

「どういう意味ですか？」

「柚月君はお父さん似だから。お父さんは、二十年間、報われる事がなくても誰かを愛し続ける事ができる、一途な人だし」

「…………」

　機嫌を損ねたらしい。ムスッとする柚月君に、クスクス笑いながら私は続ける。

「それに、私は御形社長は信用できる人だと思う」

「その根拠は？」

「柚月君達に、粥子さんたちの事情を話そうと思えば話す事もできた。秘密にしてくれと言って、弁明する事もできた。でも、彼はそれをしないで筋を通した」

「…………」

「二十年よ？　なかなかできる事じゃないと思う」

　柚月君はしばらく沈黙していたが、ふっと息を吐く。

「……ゆいこさんがそう言うのなら、そうなのかもしれません」

「柚月く……あ！」

　ナカに挿れっぱなしだった彼の物が、大きくなって行く気配に「ぎゃあ！」と色気のない声が上がってしまった。

「もう一回、駄目ですか？」

　ニッコリと笑顔で言われ、考える。一体、今夜は何回目だろう？

　柚月君はきっと絶倫という奴なのだろう。大きさだけではなく、回数も多い。

（まあ、いいか……？）

　──求められるというのは、悪くない気分だ。

「……今夜は、特別よ」

　少し不ふ貞て腐れた顔を作って言ってみる。

　私もつくづくこの男に弱い。

「ゆいこさん、大好き！」

「こ、こら！　調子に乗るな！　あと一回だけだからね！」

「はい！　一回で終わるように頑張ります！」
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　朝。アラームの音に目を覚ますと、柚月君が白いシャツに腕を通している所だった。

　欠伸あくびを噛み殺しながらアラームを止めると、柚月君は私が起きた事に気付いたらしい。

「おはようございます、ゆいこさん」

「おはよう、柚月君」

「僕、大学を卒業したら、ここで働く事にします」

（ここって……まさか……？）

「柚月君！」

　思わず、ガバッとベッドから飛び起きてしまった。

　柚月君は、驚きのあまり言葉もない私の隣に座ると、真摯な目で話しはじめた。

「実はゆいこさんが寝ている間に、母に、電話をしたんです」

「え、え？　そうなの？」

　昨日に続き、今日もまた急展開だ。なんなんだ、この親子は。急展開大好きか。

「今日、今から父と会うそうです。なんでも、父が朝一の新幹線で母に会いに行ったとか」

　社長の行動力に、少し笑ってしまった。でも、このくらいの行動力がなければ、七草堂程の大企業の社長は務まらないんだろう。

「話を聞いた母は驚いていましたが、……いえ、まだ半信半疑と言った様子で、更に怒ってもいましたが、──でも、なんだか少し嬉しそうでした」

　照れくさそうにはにかむ柚月君に、私も笑みを浮かべる。

「良かったわ」

「全て、ゆいこさんのおかげです。なんてお礼をしたらいいのか」

「お礼なんていいわよ、私、何もしてないし」

　私は今回、ただそこにいただけで、本当に何もしていない。

「あ、あとこれ、やっぱりお返しします。父が手術代を受け取ってくれなくて」

「え？」

「ゆいこさんが使って下さい」

　すっかり存在を忘れていた小切手を、手渡される。

　五百万円の小切手を手にした私は、しばし茫然としていたが──。

「じゃあ、このお金で、お正月、どこかに旅行行きましょうよ」

「えっ」

「寒いし、暖かい国がいいわ。ハワイ？　それともフィジー？　グアム？　サイパン？」

「ぼ、僕、パスポート持ってないです！」

「じゃあ、明日取りに行きましょうか。善は急げよ。どこに行く？　プーケット？　タヒチ？」

「ゆいこさんの行きたい所で。僕はよくわからないので……」

「じゃあ、帰りにさっそく旅行会社を冷やかしにいきましょう」

　──そして私たちは年明け、南の国に行く事になった。

しかし、その旅行にサーシャさんを連れた御形社長と粥子夫人たちが乱入し、柚月君とデートどころではなくなってしまったのだが、その話はここでは割愛させていただく。







　──数年後。

　カツカツカツ。

　私のパンプスのヒール音が、鬱うっ蒼そうと生い茂る森の中に響く。青臭い緑と土の匂いがムンムンとする森の中の一本道を、肩で風を切って歩いた。初夏の風が気持ちいい。おろしたてのパンツスーツを着ているので、自然と背筋が伸びた。

　森を抜けると、すぐに見えてきた巨大な建物の木製の扉を開ける。

「あら、ゆいこちゃん！　いらっしゃい！」

「こんにちは、サーシャさん」

　私に気付くなり顔を輝かせ、温かく出迎えてくれたエプロン姿の女性は、柚月君のお母さん──サーシャさん。グレーがかかった金色の髪が美しい。

「こんにちは、サーシャさん。七草堂で、新しい無添加無着色の犬用ケーキを開発したんです」

　持ってきたケーキの箱をパカッと開けると、サーシャさんは青い目を輝かせる。

「なんてかわいらしいの！」

「よかったら、試作品をこちらで使って下さい」

「これ、人間は食べられないの？」

「ケーキの生地は馬肉と寒天、イチゴはレバーで出来ているので、食べられなくはないのですが……多分、あまりおいしくないかと」

「やっぱり食べなくて良いわ……」

　──あれから、七草堂に戻った私は、化粧品部門ではなくペットフード部門に移った。

　その理由は、もちろん……。

「ところで、芹君は？」

　言いながら辺りをキョロキョロと見回すと、ふれあいコーナーの辺りから聞き慣れた男達の言い合う声が聞こえてきた。その声に、サーシャさんは呆れたような顔付きになる。

「セリなら、向こうでまたあの人とやってるの」

「またですか？」

　私も彼女につられるように、半眼になってしまった。

「芹ィ、そろそろ会社継いでくれよぅ。俺、そろそろ引退してサーシャとラブラブしてえよ」

「嫌です！　僕の目の色が黒い内は、このわんわんランドから一歩も離れませんし、母さんも渡しません！」

「お前の目、黒くないじゃん！　グレーじゃん！」

「ああああああ！　うるさい人ですね！　仕事の邪魔しないでくださいよ！　いつまでここにいるんですか、いい加減本社に戻って下さい！」

「芹とサーシャがいる所が俺の家だ！　今日も泊まってくからな！」

　二人のやりとりに、私達は顔を見合わせて苦笑する。

「ところで、ゆいこちゃんも今日は泊まっていくでしょ？　ゆいこちゃんが来るって聞いて、私、ピロシキとペリメニ作ったの」

「わあ、楽しみ！　お義母かあさんの料理、大好きなの！」

　私達はなんだかんだで、毎日、面白おかしくやっている。
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